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適応的近傍を持つシミュレーテッドアニーリング
小野 景子

1 今月の課題

• 機械学会 第 12回設計工学・システム部門講演会の
ための発表論文

2 発表論文内容 (発表論文アブストラクト )

シミュレーテッドアニーリング 1, 2) (以下 SAと略す)
は複雑な最適化問題を解くヒューリスティック解法の一

つである. SAを適用する場合,重要になるのは，温度パ
ラメータと近傍の設定方法である．組み合わせ最適化問

題では，近傍の大きさは解摂動に用いる方法を決定する

と一意に定まる．そのため温度パラメータが重要になる．

一方，連続最適化問題では近傍の設計が重要となる．

これに対してCoranaの手法 3)では受理率が 0.5になる
ようにし，近傍設計を自動化したが目標受理率を 0.5と
することの妥当性は明らかではなかった．そこで，著者ら

は任意の目標受理率を与えることのできる新しい近傍設

計を考え問題に適応する摂動近傍を持つシミュレーテッ

ドアニーリング (SA/AAN:Simulated Annealing with
Advanced Adaptive Neighborhood)4) を提案した．た

だし，温度スケジュールについては一般的な指数クーリ

ングを用いていた，

一方，温度並列 SA(Temperature Parallel Simulated
Annealing:TPSA)5, 6) は並列処理との高い親和性を有

しているだけではなく，SAにおいて問題となる温度ス
ケジュールの決定が原理的に不要であるという極めて優

れた特徴を有している．そこで本研究では，SA/AAN
に温度並列 SAを適用する方法，すなわち，問題に適応
する摂動近傍を持つ温度並列シミュレーテッドアニー

リング (TPSA/AAN:Temperature Parallel Simulated
Annealing with Advanced Adaptive Neighborhood)を
提案しその有効性を検証する．

3 最適な受理確率を目標とする適応近傍を持
つ温度並列 SAの提案 (TPSA/AAN)

今回，機械学会で発表する TPSA/AANのアルゴリ
ズムについて説明する．

TPSA/ANにおいて適応的近傍のメカニズムは，逐
次 SAよりも，温度並列 SAにおいて極めて有効に機能
しているといえことが分かった．そこで，適応的近傍

のメカニズムである SA/AANに TPSAを適応するこ
とを考え，最適な受理確率を目標とする適応的近傍を

持つ温度並列 SA(TPSA/AAN)を提案する．すなわち，

TPSA/AAN=TPSA+SA/AANである．
Fig1に SA/AANと TPSA/AANのエネルギー比較

を示す．結果は，最適な受理確率を目標とする適応的近

傍を持つ温度並列 SA(TPSA/AAN), 適応的近傍を持つ
温度並列 SA(TPSA/AN)，最適な受理確率を目標とす
る適応的近傍を持つ SA(SA/AAN), 適応的近傍を持つ
逐次 SA(SA/AN)についてである．これらの結果は 30
回試行の中央値を用いている．縦軸がエネルギーであり，

横軸が手法を示している．

Fig. 1 Performance of the methods

この結果から，SA/AANは SA/ANより良好な結果を
示していることが分かる．また，これらの手法に TPSA
を適用した TPSA/AANと TPSA/ANとの性能比較を
すると，TPSA/AANが良好であることが分かる．つま
り，TPSA/AANが最も性能の高い手法であるといえる．
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